
第３回 （最終） 寄付協力実態調査アンケートの寄付協力企業リスト（2009年1月31日締め切り）

作成 2009年3月4日

(通貨: R$)
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金額

1 パナソニック 1 75,000

2 コ二カミノルタ 1 10,000

3 ハリマ・ド・ブラジル 1 2,000

4 矢崎ブラジル 1 10,000

5 南米安田保険 1 43,000

6 伊藤忠 1 5,000 2,500

7 クラシキ・ド・ブラジル 1 15,000

8 タカタ・ペトリ 1 22,000

9 NEC 1 40,000

10 住友化学 （*1） 1 100,000

11 青木建設 1 100,000

12 ヤマト商会 1 5,400

13 戸田建設 1 8,000

14 フジフイルム 1 20,000

15 味の素 1 125,000

16 ニアグロ 1 1,500

17 デロイト 1 7,000

18 ヤマハ 1 30,000

19 テイジン農牧 1 10,000

20 ペンテル 1 1,000 10,000

21 三井住友銀行 1 8,465

22 ヤマハミュージック 1 10,000

23 NSK 1 15,000

24 丸紅伊藤忠スチール 1 5,000

25 匿名希望会社 1 1,000

26 大気社 1 5,000

27 日本航空 1 51,200

28 丸紅 1 10,000

29 ミツトヨ 1 5,850

30 YKK 1 60,000

31 イハラブラス 1 110,000

32 三井物産 1 50,000 1 220,000

33 日清味の素 1 50,000 1 22,355

34 ヤクルト 1 10,000 400,000 90,000

35 NGK 1 20,000

36 東洋紡
37 デンソー・ド・ブラジル 1

38 ホス建設 1 70,000 1 30,000

39 CBC重工 1 92,000

40 京セラ 1 35,000

41 川崎重工 1

42 ソニー 1 541,714

43 商船三井 1 50,000

44 豊田通商 1 2,500

45 平田藤義一家 1 4,500

46 後藤隆顧問 1 130,554

29 690,915 3 462,500 8 428,054 2 345,000 6 816,069

A B C D E

備考
1） 第1回アンケート調査 1社のみ寄付実行 （*１ 住友化学 R$ 100.000)。
2)  T・H 等大口の寄付協力企業はアンケートに回答なく省略。
3） 独自プロジェクトの比率＝全体寄付社数の17%、全体寄付額の42%。

アンケート回答会員数 45社（者）、内 3社が寄付額 0（ゼロ） と回答＋事務局長家族

すでに寄付を実行 
（6月アンケート、8月中旬〆

切）
2008年末までに寄付 企業独自プロジェクト寄付

2,742,538
全合計額

A+B+C+D+E

第２回アンケートも

第２回アンケートでは寄付予定と回答。第３回アンケートに

おいて実行状況回答せず。従って寄付実行したとみなす。
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*　コメント内容：全体的に熱い思いと感謝の意を込め協力、社会的責任を果たしている
* ブラジルで事業を行なう日系企業として、現地日系社会からの恩恵に感謝の意で寄付協力
* 多くの記念事業のうち、より有意義であり、より必要とされる事業に絞って寄付を行なう
* お世話になった地元パラナ州に対して応分の協力はしたい
* 今年は移民100周年の年でもあり、出来る範囲での寄付を検討した
* 100周年を記念したエベントを是非成功させてほしい。そのためには何らかの協力をしたい
* 式典だけはみっともないことになってはいけない
* 日本移民先駆者及びブラジルに対する感謝を込めて
* 進出企業で大きな協力が出来る最後の記念事業だが、小額寄付しか出来ないのが心残り
* 当社事業に関係の深い内容（写真展）に協力できたのがよかった
* すでに寄付を行なっており、今後は特定の団体への寄付は他団体から恨まれるので断る
* 例年とは異なる独自の活動・施策を企画、ブラジル、日系社会双方への貢献を果たしたい
* 前回アンケートの際にお答えした通りです
* 弊社がお世話になっている団体に出来る範囲で寄付したい
* 国民の教育及び健康のためであれば寄付しても差し支えない
* 創立40周年を迎えるにあたり日系6団体へ総額40万レアルを寄付予定
* 100周年記念のエベントに何らかの協力をすべきであると判断して実施した
* 物であれば、可能かも
* お世話になってきた日系社会に出来る限りの協力はしたいと考えています
* 前回（90周年?)の余剰金が100周年に寄付されるので、会員企業も貢献していると考えられる
* 微力ながら協力の気持ちです
* 日本文化週間に寄付した
* 日本、他州を含む１００周年関連プロジェクト５件に家族同意で寄付した
* 某県人会から寄付の要請があったが、必要書類の送付がないために寄付が出来なかった
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第２回アンケートでは寄付予定と回答。第３回アンケートに


